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特別損失の発生及び業績修正に関するお知らせ 

 

 

 特別損失の発生及び最近の業績の動向を踏まえ、平成 21 年 1月 14 日に公表いたしました平成 21 年

８月期の第２四半期連結累計期間に関する業績予想の修正を決議いたしましたので、以下のとおりお

知らせします。なお、通期の見通しに関しましては、変更はございません。 

 

記 

 
１ 特別損失の発生及び内容 

  平成 21 年８月期第２四半期連結累計期間の業績において、投資有価証券評価損２億 43 百万円を

特別損失として計上いたしました。 

 

２ 第２四半期連結累計期間の業績予想の修正（平成 20 年９月１日～平成 21 年２月 28 日） 

 （単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 13,000 350 200 △80 
円 銭

△1.35 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 12,952 303 236 △235 △3.96 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △48 △47 36 △155 － 

増 減 率            （％） △0.4％ △13.4％ 18.0％ － － 

（ご参考）前年第２四半期実績 

（平成 20 年８月第２四半期） 
11,664 412 12 △380 △6.28 

 

 



３ 平成 21 年 8 月期 連結業績予想の修正（平成 20 年９月１日～平成 21 年８月 31 日） 

  修正は、ありません。 

 

４ 修正の理由 

   現在の世界的な金融不安を背景に建設・不動産関係業界の先行きは不透明であり、個人消費者

の戸建住宅や投資用マンションの不動産購入意欲も後退していることから、当面は、この状況が継

続すると考えております。 

このような環境下、当社グループでは、ストックビジネス（賃貸管理事業及び介護事業）におけ

る事業展開の加速による収益基盤の強化に加え、建設事業及び不動産販売事業におけるローコスト

オペレーションの徹底、グループ会社間における連携強化による相乗効果の追求等に注力しており

ます。 

 この結果、当第２四半期連結会計期間における当社グループの売上高、営業利益、経常利益は、

前回（1月14日）発表の業績見通しを、ほぼ達成いたしましたが、上記「特別損失の発生及び内容」

で記載のとおり株式市況等の低迷を背景に、特別損失として投資有価証券評価損を計上し、当期純

利益は、前回公表の業績見通しを下回る結果となりました。 

 

以上  


